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だんだんとさわやかな季節になってきました。

皆さんお元気でいらっしゃいますか。

交流会・県総会と本年度の「うったて」の行

事も終わり、事件から60年の節目の年が始まり

ました。いろんな行事も計画されています。

皆さんおおいに参加しましょう。

全国総会報告
さる6月21日に山陽新聞本社9階にて森永ひ素ミルク中毒の被害者を守る会

全国総会を開催しました。当日は300人の参加者があり、また来賓・マスコ

ミなど多数おいでくださり、60周年の記念にふさわしい会になりました。

代表発言も12都府県からあり、60周年を記念して各地で行う行事につい

ての内容などの発言がありました。

京都からは岡山で行った記念行事

のDVDを健康懇談会で使い勉強させ

てもらったとの報告がありました。

岡山県の南代議員からの総会宣言で綜

幕を閉じました。

岡山県本部常任委員　吉田康子

「守る会岡山」の60年記念行事で制作した「親の想いを受け継いで」の

DVpを評価して頂き、ありがたく思います。まだ見ておられない方に是非見

て頂きたいと思います。「守る会運動」を後世に語り継ぎ、また残して行こう

ではありませんか！　　　　　岡山県本部常任委員　入江　弘

今年の全国総会は、森永ひ素ミルク事件が発生して60周年を迎える意義深

い節目の年として、特徴を持った総会だった。まずもって、この60年の間、

被害者救済の為に、お世話・ご支援いただいた皆様方には、あらためてお礼申

し上げたい。

総会議論の中であった様に、今後益々高齢化が進み「守る会」の果たすべき

役割は大きくなってきます。（特に組織強化）

また、各都府県本部より報告のあった地域の特色を活かした活動事例は参考

になりました。

そして重要な課題である、将来のあるべき姿についての思考の切り口につい

て、今日段階での認識共有化が図れた様に感じます。

以上簡単ですが感想とします。ありがとうございました。

備前支部　入屋健二
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7月4日はニト5日（B）

向山葺の交流会・県総会
於鶉媚裟農・美春媚

交流会・県総会に参加して

今回久しぶりに交流会・県総会に参加させてもらいました。

全体として和らいだ雰囲気の中で進んでいきました。最初は戸惑いを感じてい

ましたが、短い時間にうちとけ楽しい2日間を過ごす事が出来ました。守る

会・ひかり協会の方が一生懸命働いて頂いた事に感謝します。

またファイナンシャルプランナーの講演は、今後の生活設計を考える上で参考

になったと思います0今後も生活に役立っ勉強会をやって頂きたいと思います。

グループ討議も5年後の自分への手紙でわきあいあいと話し合うことが出来

ました。

翌日の県総会においては、経理を含む回答面や会議の進行において緊張感が

必要だと思いました。発言に対しきちんと回答しているのは良いのですが、ば

たばたし過ぎだったように思いました。

私たちは、父母達が血と汗で戦って得てくれたから出来てきた救済制度を受

け継いでいかなければなりません。県総会の会議中に突然「私、トイレに行っ

て来る」と言って堂々と立ち去った仲間を見て、ひ素ミルクを飲んでいなけれ

ば、どんな人生を歩んだろう。ご両親は大変な思いをされたんだろうなと帰途

の車中、涙が止まりませんでした。（一部割愛させていただきました。）

備前支部　松浦基晴

今回初めて参加させていただきました。仲間の方々が自分たちの事として、

さまざまに活動されている事に感心致しました。少しずつになると思いますが

何か協力できる事に参加させて頂かなくてはと思いました。どうか宜しくお願

いします。　　　　　　　　　　　備前支部　角田政子

約30年ぶりに交流会に参加しました。夫とともに参加でき、皆様にあたた

かく迎えてもらえて良かったです。また機会があれば参加したいです。

お世話になりました。　　　　　　　備中支部　井田澄子

特集
第I向

森永ひ素ミルク中毒事件と払
皆±んに事件と

の関わIIを紹介

してもらい手す。

私は昭和29年10月23日に津山市北部の笑巌で生まれました。しかし赤

ん坊の頃から実母が実家に帰っていて、父・祖父母・曽祖父に大きくしてもら

いました0当然、人工乳でしたが、ちょうど飲んだ缶が森永乳業の問題の缶で

した0報道で知って、祖母が重たい（小さい時から大きかった）私をおぶって近

くのお医者さんに連れて行ってくれました。

父から聞いた話ですが、森永との和解の際に1万円もらったそうです。（父

も89歳と高齢ですので間違いがあるかもしれませんが）

また、私が岡山の大学に行く時に被害者手帳を渡してくれ、大切に持ってお

く様に、もし困ったらひかり協会の岡山事務所に行くように話してくれました。

大学卒業後、小学校の教員を35年ほど勤めました。結婚もして、子供が2

人、孫が3人います0ミルクを飲んだ量が少なかったのが幸いだったのでしょ

うか0守る会から県の役員（常任委員・広報担当）のお話を頂いた時、退職もし

ていたし微力ながら少しでも恩返しが出来たらと思い、お受けして現在に至っ

ています0この「守る会岡山」の作成もやっています。被害者さんに原稿を依

頼したら、皆さん快く引き受けてくださり本当にお世話になっています。

是非読んでくださいね0今までお世話になった方々に心から感謝しながら、

これからの人生を元気で過ごしていきたいと思っています。

■岡山県本部常任委員　河本尚子

＊感想などありましたら是非お寄せください0次回は岡孝治さんです。

斬入会の方

備前支部）鳥居薫さん角田政子さん物部節子さん松浦基晴さん

釣崎悦子さん稲田久美子さん萩原奈賀子さん林田信子さん星川文伯さん

（備中支部）福田千津子さん定金典明さん

＊＊＊＊＊皆さんよろしくおねがいします＊＊＊＊＊



成年凄見入ノVPO彪盛会‘已森永ひ素ミルク櫛の変哲と、

被害者救済事業の現状を報告

2015（H27）年8月1日（土）ひらめきプラザ2階大会議室で開催された「成年後見人NP

O勉強会」で、森永ひ素ミルク中毒事件の歴史と、被害者救済事業の現状を報告しました。

事件発生から60周年目にあたる今年、守る会全国本部や各都府県本部では、慰霊祭や記念式典、

文集作りなどいろんな催し力唱十画されていますが、事件発表の地・守る会発祥の地の被害者である

私たらは、事件の風化を防止する活動を行おうと今回の報告会を計画しました。

参加された弁護士・司法書士・行政書士などの専門家の皆さんに事件の歴史をわかりやすくお伝

えできるよう、昨年60年記念行事で使用したD＞Dを一般の皆さんに公開できるよう編集し直し、

DVD上映（約45分）は作成に尽力された菅野さんが担当しました。そして、被害者救済事業の

現状については、ひかり協会乗中国センター事務所の武本センター長から救済事業の対象・目的・

理念・原則・方法と恒久救済の課題と展望について報告するとともに、参加された専門家の皆様方

に救済事業への協力をお願いしました。

会場に集まった約80人の皆さんは、D＞Dの映像をじっと見つめ約1時間30分という長い時

間でしたが、真剣に視聴していただきました。

「森永ひ素ミルク事件発生から60年」D＞Dの販売について

昨年行った60年記念行事で上映したD＞D「親たらの想いを受け継いで」は、岡山の被害者さ

ん向けの内容として制作し被害者以外非公開としておりましたが、大学・福祉・医療関係などの専

門家の皆さんから教育用に譲って欲しいと要望もあり、今回、「事件史」として一般の皆さんに公

駈豊墨担容に全面白貼；遍襲し直し、1枚1，000円（送料込）で販売することになりました。
購入を希望される方は、次の方法のみで販売させていただきます。

◎購入方法

①郵便局の窓口で定額小為替1，000円を購入してください。

購入には手数料が100円かかります。

②封筒を用意し、購入した定額小為替1，000円（何も書かずに）を入れてください。

下記の購入申込書に、D＞Dのお届け先郵便番号・住所・氏名・電話番号・購入枚数を

書いて同封してください。

キリトリセン

DVD「森永ひ素ミルク事件」購入申込書　　　2015年　月　　日申込

住　所 �氏　名 �電話番号 �枚数 

〒 � � � 

下記　送り先を切り取り封筒の表に貼って頂いても結構です。

③送り先 〒700－0904　岡山市北区柳町1丁目3番4号　相愛ビル3階

公益財団法人ひかり協会東中国センター事務所内

森永ひ素ミルク中毒の被害者を守る会岡山県本部D＞D係

山陽放送の取材

事件発生から60周年を迎え全国総会終了後より山陽放送の取材を受けています。

事件当時の親の思い、事件の悲惨さなどを南さん親子に

事件当時の出来事を

ふれあい訪問の様子を

被害者同士の取り組みについて

9月　9日　18時15分

10月1日　18時15分

10月半ば　　未定

松岡先生に

瀬尾さん、ご兄弟に

真田さん　からの取材を受けて

イブニングニュースの中で

イブニングニュースの中で

報道特別番組（1時間）

で放映予定です。皆さんご覧になって下さいね。

∋回の「森永ひ素ミルク事件」DVDは事件発生から60周年という事もあり多くの新聞社から

ニュースとして取り上げられました。事件史として編集しましたので昨年の「親の想いを受け継いで」の

DVDとは内容が異なります。ぜひ、多くの方に見て頂きたいと思います。

m Z015年叫■lTq－9月はl加　　■．：▲■Ⅶ

＿＿＿＿＿＿dよ＿”＿＿」聖蟄＿‖＿⊥允付　　ノTil　　＿」！旦⊥星型竺竺空」萱担呈旦冒＿鯉旦＿関■

風化防止にDVD作成

讃鴇潤墓本紙記事や写真

もし、ご注文頂いて2週間たっても届かない場合は

お手数ですかご連絡下さい。℡086－232－3855
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